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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

（
Ｇ
Ｗ
）
と
は
和
製
英

語
だ
が
、
日
本
語
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
て

い
る
。
今
年
の
Ｇ
Ｗ
は

天
皇
代
替
わ
り
に
伴
う

祝
日
も
含
め
連
続
十
日

の
、
超
特
別
大
型
連
休
に
な
っ
て
い

る
▼
大
げ
さ
に
言
え
ば
日
本
人
初
体

験
の
連
休
が
や
っ
て
来
る
。
盛
り
上

が
っ
て
い
る
人
び
と
や
業
界
も
あ
ろ

う
が
問
題
も
多
い
。
行
楽
地
、
交
通

機
関
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
の
混
雑
、

そ
れ
に
対
応
す
る
警
備
も
未
聞
の
規

模
に
な
り
そ
う
だ
。
病
院
等
医
療
機

関
も
諸
種
多
様
な
対
応
を
迫
ら
れ
そ

う
だ
。
銀
行
の
長
期
休
業
も
問
題
を

は
ら
ん
で
い
る
。
筆
者
も
連
休
前
は

多
め
の
現
金
を
用
意
し
て
お
く
べ
き

か
と
迷
っ
て
い
る
。
役
所
の
長
期
閉

鎖
も
不
便
を
生
み
そ
う
だ
。
連
休
中

は
異
常
事
態
へ
の
対
応
に
不
安
を
覚

え
る
▼
日
本
郵
便
で
は
昨
年
カ
レ
ン

ダ
ー
通
り
に
配
達
を
休
止
し
、
連
続

四
日
間
、
速
達
・
書
留
・
荷
物
等
を

の
ぞ
く
通
常
の
郵
便
物
が
配
達
さ
れ

な
か
っ
た
。
今
年
は
こ
れ
を
踏
襲
せ

ず
、
中
に
一
日
配
達
日
を
置
き
、
通

常
郵
便
物
の
滞
貨
と
流
通
混
乱
を
避

け
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
▼
長
期
休

暇
の
後
も
問
題
が
出
る
。
休
暇
中
の

疲
れ
が
吹
き
出
し
て
、
勤
労
意
欲
、

生
産
性
が
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
で

き
る
。「
五
月
病
」
と
し
て
知
ら
れ

て
き
た
現
象
も
多
発
が
心
配
だ
▼
日

本
人
の
休
暇
は
先
進
国
に
比
べ
て
ま

だ
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
休
暇

が
増
え
る
の
は
良
い
こ
と
だ
が
、
一

斉
の
休
暇
は
問
題
が
多
い
。
今
後
は

休
暇
の
分
散
化
を
望
み
た
い
。
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
関
連
業
界
も
顧
客
の
分
散

平
準
化
は
歓
迎
の
は
ず
だ
▼
お
互
い

空
い
た
交
通
機
関
や
行
楽
地
で
の
ん

び
り
し
た
休
暇
を
楽
し
み
た
い
も
の

だ
。�

（
美
）

Ａ
山
手
台
保
育
園
ア
ル
ク
園
長
）か
ら
福
島
県

の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
原
発
の

事
故
に
よ
り
外
で
思
い
っ
き
り
遊
べ
な
い
子
ど

も
た
ち
を
大
自
然
の
中
で
遊
ん
で
も
ら
お
う

と
、
２
０
１
１
年
８
月
か
ら
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

野
外
教
育
施
設
で
あ
る
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ

ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
招
待
し
て
い

る
キ
ャ
ン
プ
の
報
告
が
あ
っ
た
。
当
初
は
、
ク

レ
デ
ィ
ス
イ
ス
の
協
賛
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、

２
０
１
３
年
か
ら
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
募
金
に
よ
っ
て
継
続
し
て
い

る
。
２
０
１
９
年
３
月
ま
で
に
１
０
０
１
人
の

子
ど
も
た
ち
と
引
率
の
保
育
士
な
ど
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
ふ
く
し
ま
の
現
状
」

を
テ
ー
マ
に
１
月
に
東
日
本
地
区
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス

タ
ッ
フ
研
修
と
し
て
福
島
県
南
相
馬
市
、
浪
江

町
、
双
葉
町
を
訪
問
し
た
４
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

現
地
の
様
子
を
報
告
し
た
。
放
置
さ
れ
た
ま
ま

の
住
宅
や
、
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
写

真
な
ど
を
紹
介
し
「
震
災
を
忘
れ
ず
に
、
つ
な

が
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
」と
感
想
を
述
べ
た
。

（
関
連
記
事
３
面
）

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
３
月
11
日
で
８

年
を
迎
え
た
。
死
者
は
１
万
５
８
９
７
人
、
行

方
不
明
者
は
２
５
３
３
人
、
震
災
関
連
死
は
３

７
０
１
人
に
の
ぼ
る
。
現
在
も
約
５
万
１
７
７

８
人
が
全
国
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。（
警

察
庁
･
復
興
庁
）。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
３

月
11
日
の
前
後
に
「
３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…

つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い

て
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
募
金
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

３
月
９
日
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ　

Ａ
Ｃ
Ｔ
に
て

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
看
護
師
の
私
が
福
島
に
移

住
し
た
理
由
」と
題
し
て
、
南
原
摩
利
さ
ん（
カ

リ
タ
ス
南
相
馬
ス
タ
ッ
フ
）
が
福
島
の
現
状
を

語
っ
た
。
南
原
さ
ん
は
、
名
古
屋
市
で
看
護
師

と
し
て
従
事
し
て
い
た
際
に
東
日
本
大
震
災
が

起
き
、
そ
の
年
に
、
宮
城
県
の
気
仙
沼
市
の
避

難
所
で
活
動
し
た
。
２
０
１
３
年
に
初
め
て
福

島
を
訪
れ
、
現
在
は
カ
リ
タ
ス
南
相
馬
に
て
困

難
な
状
況
に
あ
る
人
び
と
を
支
え
る
活
動
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
現
地
案
内

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
南
原
さ
ん
は
、
福
島
県

で
関
連
死
が
２
千
人
を
超
え
て
い
る
現
状
か
ら

「
孤
独
死
を
一
人
で
も
少
な
く
し
た
い
」
と
語

る
。
福
島
県
で
は
、
放
射
線
の
知
識
も
必
要
と

大
学
院
で
災
害
被
ば
く
を
学
ん
だ
。「
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
線
災
害
は
、
長
期
避
難
生
活
に

よ
り
家
族
の
離
散
、
震
災
関
連
死
の
増
加
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
招
き
ま
し
た
。
福
島
で
起

き
た
問
題
は
、
日
本
全
体
で
考
え
る
べ
き
課
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
今
後
の
支
援

と
し
て
は
、
心
の
復
興
と
し
て
自
立
と
自
律
に

向
け
て
の
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
が

必
要
と
語
っ
た
。

　

震
災
当
日
の
３
月
11
日
に
は
、

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て

「
３
．
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な

が
る　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

目
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。
最

初
に
震
災
直
後
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
や
神
奈
川
県
内
に
避
難

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
他
団

体
と
協
働
に
よ
る
支
援
な
ど
の
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。次
に「
ふ

く
し
ま
の
子
ど
も
た
ち
」
と
題
し

て
、遠
藤
弘
子
ス
タ
ッ
フ（
Ｙ
Ｍ
Ｃ

３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な
が
る

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

　3月 10日に、
東日本大震災復
興支援活動とし
て、横浜市舞岡
地区センター
（横浜YMCA指定
管理者）では、「舞岡さんま祭り」が行われ
約350人が参加しました。愛と勇気とさん
ま実行委員会が宮城県女川町からのさんま
約250尾を焼き配付したほか、物産展、舞
岡野菜の販売などによる売り上げの一部が
東日本大震災復興支援募金に用いられます。

　2月末から3月
にかけて横浜中
央YMCAやYMCA 
ACT、横須賀市
立市民活動サポ
ートセンター
（横浜YMCA指定管理者）などにおいて福島
県の様子や県内に避難している福島県の人
を招いた講演会などの活動の様子をパネル
写真や文章で紹介した。支援を必要として
いる現状を伝え、3.11を忘れない、風化さ
せない思いを共に強めました。

宮城県からのさんま250尾と
� 物産展販売などで地域交流

福島の現状や県内での活動を
� 伝える写真展を各地で開催

▲ �東日本大震災以降、大自然の中で思いっきり遊んでもらおうと富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィ
レッジに福島県の保育園や幼稚園の子どもたちを毎年招待

▲ �放射線災害について学ぶ（YMCA  ACT）
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今月の「平和の川柳」

曇らせぬ
　   平和を見る目
　　　　  問うこころ

曇らせぬ
　   平和を見る目
　　　　  問うこころ

荘子　隆さん　（一般）

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
小
学
生

に
放
課
後
を
安
心
し
て
過
ご
し
て

も
ら
お
う
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
横
浜
市
か
ら
の
運
営
委
託
と

し
て
の
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、

私
立
学
校
英
和
小
学
校
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
を
展
開
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
は
、
新
た

に
学
校
法
人
ア
ト
ン
メ
ン
ト
会 

聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
小
学
校
（
横
浜
市

鶴
見
区
）
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
は
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
教
育
の
認
定
校
と
な
っ
て
い

る
。
小
学
校
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
の
運
営
は
、
ア
ト
ン
メ
ン
ト
会

傘
下
の
法
人
が
主
体
と
し
て
行

い
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
現
場
の

運
営
に
直
接
か
か
わ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
常
勤
職
員
）
の
派
遣

や
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
運
営
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
企

画
立
案
な
ど
を
担
う
。

聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
で
は
保
護
者
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
放
課
後
の
習
い

事
を
実
施
す
る
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
か
ら
、
夜
７
時
ま
で
の
学
童
保

育
へ
の
要
望
が
高
ま
り
、
既
存
の

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
に
学
童
保
育

の
要
素
を
加
え
た
運
営
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
キ
リ
ス

ト
教
の
価
値
観
に
基
づ
い
た
運
営

を
進
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

横
浜
英
和
小
学
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
の
実
績
も
あ
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
横
浜
市
で

は
、
２
０
１
９
年
度

末
ま
で
に
市
内
全
て

の
小
学
校
（
３
４
１

校
）で「
遊
び
の
場
」

と
「
生
活
の
場
」
を

兼
ね
備
え
た
安
全
で

快
適
な
放
課
後
の
居

場
所
を
提
供
す
る

「
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
」
の
整
備
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
４

月
に
は
42
カ
所
が
開

設
（
予
定
）
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
生
麦
小

学
校
放
課
後
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
（
横
浜
市
鶴
見
区
）
は
、

２
０
１
９
年
３
月
か
ら
公
募
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

運
営
を
受
託
し
開
始
し
て
い
る
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
８
カ
所
目

の
受
託
と
な
る
生
麦
小
学
校
放
課

後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
至
近
距
離

に
あ
る
横
浜
市
生
麦
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
指
定
管
理

者
）
と
連
携
し
、
生
麦
地
域
に
お

け
る
子
育
て
支
援
、
家
族
支
援
の

輪
を
広
げ
、
地
域
や
学
校
と
協
力

し
て
子
ど
も
の
育
ち
を
見
守
り
育

ん
で
い
く
。横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、

２
０
０
３
年
か
ら
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
て
学
童
保
育
事
業
を
開

始
、
２
０
０
６
年
に
本
牧
南
小
学

校
、
続
い
て
石
川
小
、
上
飯
田
小
、

西
が
岡
小
、
東
戸
塚
小
、
菊
名
小
、

矢
部
小
の
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

を
継
続
し
て
運
営
受
託
し
て
い
る
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
（
青
少
年
）
の

支
援
の
た
め
に
、横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
「
子
ど
も
支
援
（
Ｂ
Ａ
Ｐ
Ｙ
＝

B e A
 Partner o f the Youth

）

基
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

   

３
月
８
日
に
は
戸

塚
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
（
横
浜
市
旭
区
）

東
・
西
コ
ー
ス
に
て

「
第
４
回
子
ど
も
支

援
基
金
の
た
め
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
」

（
工
藤
誠
一
大
会

委
員
長
）が
開
催
さ

れ
た
。Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会

員
、賛
助
会
企
業
、

維
持
会
員
、
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
関

係
企
業
・
団
体
な
ど

１
０
９
人
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
小
松
徹
さ
ん
（
男

子
）、
浅
葉
糸
香
さ
ん
（
女
子
）

が
優
勝
し
、
表
彰
式
に
お
い
て
特

別
賞
と
合
わ
せ
て
賛
助
会
企
業
や

団
体
、
個
人
な
ど
か
ら
の
献
品
に

よ
る
賞
品
と
賞
状
が
手
渡
さ
れ

た
。
ま
た
、
吉
原
訓
大
会
実
行
委

員
長
は
「
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
支

援
の
輪
が
広
が
り
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。
寄
せ
ら

れ
た
87
万
４
千
円
は
、
子
ど
も
支

援
基
金
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
地
域
の

企
業
や
参
加
者
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

希
望
あ
る
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

朝ごはんの工夫

４ 月から聖ヨゼフ学園
アフタースクールのサポート開始
生麦小学校放課後キッズクラブの運営を ３ 月から受託

子ども支援基金のための
チャリティーゴルフ開催

３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な
が
る

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
募
金
を
実
施

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
音

楽
を
楽
し
も
う
と
「
第
12
回 

輪 

和 

Ｗ
ａ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
３
月
２
日
に
大
和
市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営

委
員
会
の
発
案
に
よ
り
、
輪 

和 

Ｗ
ａ
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
金
井
之
広
実
行

委
員
長
）

の
主
催
で

行
わ
れ
、

障
が
い
の

あ
る
子
ど

も
た
ち
や

そ
の
保
護

者
を
は
じ

め
約
３
０

０
人
が
楽

し
ん
だ
。

コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、

西
口
則
子

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
ら
が
演
奏
を
披
露
し

た
ほ
か
、
会
場
の
来
場
者
と
と
も
に
、「
花

は
咲
く
」
を
歌
っ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

来
場
し
た
親
子
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

横浜
障
が
い
超
え
て

音
楽
を
楽
し
む

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
心
と
身
体
を
育
む
支
援
や
、
家

族
で
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て

「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ
＆
フ

ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
催
す
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
４
月
21
日
か
ら
県
内

に
あ
る
横
浜
中
央
、
北
、
湘
南
と
つ
か
、

藤
沢
、
横
須
賀
、
川
崎
、
厚
木
、
山
手
台
、

金
沢
八
景
の
９
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て

運
動
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
目
標
に
あ

る
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
の

達
成
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
す

べ
て
の
人
に
運
動
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
体
験
会
や
講
習
会
を
５

月
ま
で
実
施
す
る
。

　

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
詳
細
は
「
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ヘ

ル
シ
ー
キ
ッ

ズ
」
に
て
検
索

く
だ
さ
い
。

横浜
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ

家
族
で
健
康
考
え
る

3月3日に「かながわ女性の健康未病改善フェ
ア」が横浜ワールドポーターズにおいて開催され、
横浜YMCAは、未病改善Specialイベント「歩行姿
勢年齢測定と健康運動指導士によるワンポイント
アドバイス」を実施しました。

神奈川県では、「未病サミット神奈川宣言」に
基づき、全ての世代の人が未病を自分のこととし
て考え、行動できるよう取り組みを展開していま
す。普段できないカラダのチェックをしようと、
腸内環境や骨密度、脳年齢など各種の測定や相談
などを参加した企業や団体が実施しました。

横浜YMCAの歩行測定ブースには、100人以上が
参加し、6メートルを歩いた歩き方を測定し、身
体の軸や足の運び、左右のバランス、ふらつきの
度合いなどを測定し、数値と図によって出された
結果を見ながらアドバイスを行いました。横浜
YMCAでは、今後も未病改善につながる取り組み
を推進します。

歩行時の軸やバランスを測定
� 健康 未病改善フェア

　朝ごはんを食べていますか？
　朝ごはんは栄養素の摂取だけで
はなく、頭と体を目覚めさせ排便
を促し体温を上げるというさまざ
まな役割があります。子どもも大
人も、毎日元気に過ごすために朝
ごはんは欠かせません。
　朝の忙しい時間に朝ごはんを準
備し食べさせるのは大変です。レ
シピの工夫や時短ワザを駆使し、
毎日の負担を少しでも減らしまし
ょう。例えば野菜がたくさん入っ
たオムレツや、混ぜご飯などにみ
そ汁を組み合わせることで簡単で、
栄養もたくさんとれ、洗い物も少

なく済みます。野菜は時間のある
時に切っておくと調理の時間が短
縮できます。冷凍野菜や乾物も上
手く利用すると便利です。食パン
にツナや卵、ハムをのせたり、ピ
ザトーストにして、牛乳やスープ、
果物をプラスできると良いですね。
　栄養バランスを毎日考えるのは
大変ですが、彩りを意識すれば自
然と栄養のバランスは整います。
色とりどりで見た目も楽しい、お
いしい朝ごはんをぜひ作ってみて
くださいね。
（YMCA東かながわ保育園
　　　　栄養士　亀井綾奈）

▲ �昨年を上回る109人が参加した子ども支援基金のた
めのチャリティーゴルフ

▲ �3月から運営管理を行っている生麦小学校放課後キッズクラブ

ヘルシーキッズサイト
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「
３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ

な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
募
金

を
行
っ
た
。
３
月
10
日
に
は
、
JR

戸
塚
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

に
て
仙
台
ま
つ
り
宝
山
に
よ
る

い
じ
め
の
な
い
世
界
を
め
ざ
そ

う
と
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月

に
世
界
的
な
い
じ
め
反
対
運
動

「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
」
に
取
り

組
ん
だ
。
県
内
の
全
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
ピ
ン
ク
の
付
箋
に
い
じ
め
を

な
く
す
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記

入
し
ポ
ス
タ
ー
に
貼
り
、
ピ
ン
ク

色
の
シ
ャ
ツ
を
完
成
さ
せ
た
。
横

浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
で
は
、
紙
芝
居
や
劇
な
ど
で

い
じ
め
ら
れ
る
側
、い
じ
め
る
側
、

傍
観
者
の
気
持
ち
を
考
え
た
。

神
奈
川
県
や
横
浜
市
、
企
業
、

団
体
で
組
織
す
る
ピ
ン
ク

シ
ャ
ツ
デ
ー
２
０
１
９
神

奈
川
推
進
委
員
会
（
山
崎

美
貴
子
代
表
推
進
委
員
・

特
別
推
進
委
員
田
口
努
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
）
で

は
、
２
月
24
日
に
横
浜
髙

島
屋
前
、
27
日
に
新
都
市

プ
ラ
ザ
に
て
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
。
い
じ
め
で
自
死

し
た
子
ど
も
の
保
護
者
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
朗

読
劇
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

に
て
大
き
な
拍
手
で
卒
業
を
祝
っ

た
。
午
後
に
は
、
湘
南
と
つ
か
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
第
１
部

で
は
、
う
た
ご
え
広
場
に
参
加
の

皆
さ
ん
が
歌
を
披
露
、
第
２
部
に

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
88
人
の
参
加
者
と
と
も
に

被
災
地
へ
思
い
を
馳
せ
た
。

同
日
、
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ラ
イ
フ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
「
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
バ
ザ
ー
」
が
行

わ
れ
、大
和
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
児
童
委
員
、
自
治
会
、
近
隣

の
飲
食
店
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
復
興

支
援
募
金
を
呼
び
か
け
た
。

デ
ー
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
神
奈

川
県
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
ポ

ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
た

ほ
か
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
な
ど
が
ピ

ン
ク
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、こ
の
取
り

組
み
を
日
常
的
に
子
ど
も
た
ち
や

大
人
、地
域
と
と
も
に
考
え
、い
じ

め
の
な
い
世
界
を
創
っ
て
い
く
。

「
す
ず
め
踊
り
」
の
演
舞
や
戸
塚

地
域
に
あ
る
４
園
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
、
ソ
ー
ラ
ン

魂
in
鳥
が
丘
に
よ
る
演
舞
が
披
露

さ
れ
、
保
護
者
や
市
民
と
と
も
に

復
興
支
援
へ
の
思
い
を
共
に
し

た
。仙
台
か
ら
の
一
行
に
は
、

前
日
に
中
学
校
の
卒
業
式
を

終
え
た
４
人
が
お
り
、
会
場

い
じ
め
反
対
運
動
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー

行
政
や
企
業
と
と
も
に
取
り
組
む

    

３
月
11
日
に
横
浜
市
内
の
地
区

セ
ン
タ
ー
で
年
間
約
20
万
人
が
利

用
し
て
い
る
横
浜
市
踊
場
地
区
セ

ン
タ
ー
（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
指
定
管

理
者
）15
周
年
感
謝
会
が
開
催
さ

れ
た
。

第
一
部
で
は
、清
水
臣
湘
南
と

つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
か
ら「
隣

人
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
今
後
も
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
っ
た
。第
２
部
感
謝
・
交
流

会
で
は
、工
藤
誠
一
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

理
事
長
が
「
喜
び
と
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
」と
あ
い

さ
つ
し
た
。ま
た
、踊
場
地
区
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

支
え
た
地
域
の
方
に
感
謝
の
意
を

表
し
、大
谷
昭
雄
館
長
か
ら
花
束

が
贈
呈
さ
れ
、各
ス
タ
ッ
フ
か
ら
思

い
出
や
良
き
チ
ー
ム
と
し
て
働
け

た
こ
と
へ
の
お
礼
の
言
葉
が
述
べ

踊
場
地
区
セ
ン
タ
ー

15
周
年
感
謝
会
開
催

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
会
則

第
19
条
に
基
づ
き
、２
０
１
９
年

度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会
が
５

月
25
日
（
土
）午
後
５
時
か
ら
湘

南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ

る
。こ
れ
に
先
立
ち
総
会
準
備
委

員
会
に
て
金
井
之
広
委
員
長
が
選

任
さ
れ
準
備
を
進
め
て
い
く
。

会
員
総
会
で
は
、２
０
１
８
年

度
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
、決

算
報
告
の
ほ
か
、２
０
１
９
年
度

の
事
業
計
画
・
方
針
、予
算
案
に
つ

い
て
協
議
、常
議
員
の
選
出
、会
員

表
彰
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
予
定
。

今
年
度
会
員
総
会

５
月
25
日
（
土
）
開
催

ら
れ
た
。最
後
に
田
口
努
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
が
地
域
の
方
や
ス

タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。横

浜
市
踊
場
地
区
セ
ン
タ
ー

は
、２
０
０
４
年
に
全
国
に
先
駆

け
、横
浜
市
初
の
指
定
管
理
者
制

度
が
適
用
さ
れ
た
施
設
と
し
て
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
管
理
運
営
行
っ
た
。

15
年
の
節
目
を
迎
え
、２
０
１
９

年
３
月
を
も
っ
て
管
理
運
営
を
離

れ
、今
後
は
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

を
中
心
に
自
治
会
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
持
ち
活
動
を
進
め
て
い

く
。

FLASH NEWS

３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な
が
る

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
募
金
を
実
施

　ワイズの信条に「青少年のためにYMCAにつ
くそう」とあります。
　横浜つづきワイズメンズクラブのメンバーは
横浜北YMCAの運営委員会、また各種委員会に
も属しており、チャリティーラン、バザーなど
にも参加しています。You & Iコンサートをはじ
めCS（地域奉仕）活動が盛んです。月に2回の
例会を行い、楽しい懇親会がありクラブライフ
を楽しみます。5月の例会は富士山YMCAで、
10月の移動例会は三浦YMCAグローバル・エコ・
ヴィレッジに行きました。2月の横浜北YMCAと
の交流会では20代から90代まで約30名が集ま
りYMCAファミリーを感じます。
（横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ
　　　　　　　　　　　会長  岡田勝美）

横浜YMCAが 事 務 局 と な り1992年 に 始 ま っ た
AIDS文化フォーラムはその後、京都、佐賀、

陸前高田、名古屋の全国5カ所に広がり、各地と
連携した運営を行っている。2月24日には各地の
主催者が横浜YMCAに集まり、初めてのAIDS文化
フ ォ ー ラ ム 広 域 連 携 会 議 を 開 催 し た。　　　 
　AIDS文化フォーラムでは、エイズを取り巻く
状況からさまざまな社会課題を見つけ、関係者が
つながり、全国で開催することで多様なアプロー
チができてきたこと、連携の効果により、各地域
で継続してフォーラムを開催できている効果が語
られた。

第3回カンボジアYMCAスタディーツアーが2月
18日から23日に行われた。横浜YMCAからス

タッフ4人が、プノンペンのストリートチルドレ
ンのためのラーニングセンターやシェムリアップ
YMCAチャイルドケアセンターを訪問し、子ども
たちやスタッフと交流したほか、チャイルドケア
センターでワークを行った。

YMCAと いつも一緒
横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
音

楽
を
楽
し
も
う
と
「
第
12
回 

輪 

和 

Ｗ
ａ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
３
月
２
日
に
大
和
市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営

委
員
会
の
発
案
に
よ
り
、
輪 
和 
Ｗ
ａ
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
金
井
之
広
実
行

委
員
長
）

の
主
催
で

行
わ
れ
、

障
が
い
の

あ
る
子
ど

も
た
ち
や

そ
の
保
護

者
を
は
じ

め
約
３
０

０
人
が
楽

し
ん
だ
。

コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、

西
口
則
子

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
ら
が
演
奏
を
披
露
し

た
ほ
か
、
会
場
の
来
場
者
と
と
も
に
、「
花

は
咲
く
」
を
歌
っ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

来
場
し
た
親
子
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

横浜
障
が
い
超
え
て

音
楽
を
楽
し
む

こもれび

総主事
田 口 　 努

小
学
生
だ
　
わ
っ
は
っ
は

友
だ
ち
だ
ら
け
だ
　
す
ご
い
だ
ろ

あ
た
ら
し
い
　
こ
と

ど
ん
ど
ん
　
お
ぼ
え

こ
ま
っ
て
い
る
　
子
は

ど
ん
ど
ん
　
た
す
け

ど
ん
ど
ん
　
ど
ん
ど
ん
　
前
進
だ

大
人
へ
む
か
っ
て

明
日
へ
む
か
っ
て

や
っ
ほ
ー
　
や
っ
ほ
ー

地
球
は
　
い
い
な
　
わ
っ
は
っ
は

風
ま
で
緑
だ
　
が
ん
ば
る
ぞ

わ
か
ら
な
い
　
こ
と

ど
ん
ど
ん
　
し
ら
べ

ま
ち
が
っ
て
る
　
こ
と

ど
ん
ど
ん
　
な
お
し

ど
ん
ど
ん
　
ど
ん
ど
ん
　
前
進
だ

宇
宙
へ
む
か
っ
て

平
和
へ
む
か
っ
て

や
っ
ほ
ー
　
や
っ
ほ
ー

（
作
詞
ま
ど
・
み
ち
お
）

　

川
崎
市
立
稗
原
（
ひ
え
ば
ら
）

小
学
校
の
校
歌
だ
。「
ぞ
う
さ
ん
」

の
歌
で
有
名
な
ま
ど
・
み
ち
お
さ

ん
の
作
詞
だ
。
校
名
も
そ
の
土
地

の
風
景
も
な
く
「
ど
ん
ど
ん
、
お

ぼ
え
、た
す
け
、し
ら
べ
、な
お
し
、

宇
宙
に
む
か
っ
て
、
平
和
に
む
か

っ
て　

前
進
だ
」
は
、
斬
新
だ
が

大
切
な
こ
と
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　
「
小
学
生
だ　

わ
っ
は
っ
は
、

友
だ
ち
だ
ら
け
だ
、
す
ご
い
だ

ろ
」も
本
当
に
す
ご
い
歌
詞
だ
が
、

ま
ど
さ
ん

作
詞
の
保
育
園
、
幼
稚

園
の
卒
園
ソ
ン
グ
で
人
気
の

「
一
年
生
に
な
っ
た
ら
」
を
聞

く
と
な
る
ほ
ど
と
思
う
。
卒
園

式
で
何
度
も
聞
い
た
「
友
だ
ち

百
人
で
き
る
か
な
」
は
、
喜
び
に

あ
ふ
れ
た
小
学
校
の
入
学
に
期
待

し
胸
が
膨
ら
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
あ
る
。

　

小
学
校
に
行
っ
て
も
幼
児
期
の

宇
宙
に
向
か
う
よ
う
大
き
く
な
る

こ
と
、
成
長
、
前
進
す
る
こ
と
の

喜
び
に
あ
ふ
れ
た
生
活
に
よ
り
、

小
学
校
に
行
っ
て
も
、
生
き
る
力

を
ど
ん
ど
ん
育
ん
で
ほ
し
い
、
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

　
「
や
っ
ほ
ー
」
と
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
が
や
ま
び
こ
の
よ
う
に

反
響
し
合
う
学
校
や
地
域
社
会
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

やっほーの響き合い

▲ �仙台まつり宝山が「すずめ踊り」を披露（戸塚駅東
口ペデストリアンデッキ）

▲ �東日本復興支援募金を呼びかけた（鶴見駅前）

▲ �ピンクシャツデーに賛同するYMCA国際ビジネス
専門学校の留学生のみなさん（川崎YMCA）



横 浜 青 年2019年4月1日 � 第492号（4）横 浜 青 年
横浜中央YMCA ☎045（662）3721
横浜北YMCA ☎045（433）4321
藤沢YMCA ☎0466（26）1151
横須賀YMCA ☎046（834）5811
川崎YMCA ☎044（932）2031
厚木YMCA ☎046（244）4181
YMCA ACT ☎045（316）1881
鎌倉YMCA ☎0467（24）7859
YMCA山手台センター ☎045（813）1022
湘南とつかYMCA ☎045（864）4768
金沢八景YMCA ☎045（782）3003
YMCA東とつかセンター ☎045（392）3747

大和YMCAライフサポートセンター ☎046（264）3192
横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ ☎045（867）0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン ☎045（860）5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ ☎046（222）8619
YMCA山手台保育園アルク ☎045（813）1022
YMCAとつか保育園 ☎045（870）3663

Y M C Aマナ保 育 園 ☎045（790）3588
YMCAとつか乳児保育園 ☎045（870）3235
YMCAつるみ保育園 ☎045（500）5030
YMCAかわさき保育園 ☎044（520）1825
YMCAいずみ保育園 ☎045（800）3010
YMCA東とつか保育園 ☎045（820）5588

YMCA東かながわ保育園 ☎045（440）3763
YMCAたかつ保育園 ☎044（281）7833
金沢八景YMCA保育園 ☎045（353）5130
YMCAオベリン保育園 ☎042（707）9974
大和YMCA保育園 ☎046（214）3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ ☎0544（54）1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ ☎046（888）2100
鶴 見 中 央 Y M C A ☎045（508）7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 ☎045（506）0131
YMCAライフサポートセンター関内 ☎045（680）6680
本   部   事   務   局 ☎045（662）3721

I N F O M A T I O N

横浜YMCA

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　 4月19日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉YMCA　201教室
テーマ　�History of Kamakura, as seen by a 

longtime foreign resident
講　師　Francesco  Baldessariさん
参加費　会員1,100円、一般1,400円
申込み　鎌倉YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■聖書からの学び
日　時　�4 月25日（木）�

午前10時30分～11時10分
会　場　湘南とつかYMCA　 2 階教室
講　師　�堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
テーマ　「主イエスと出会う」
参加費　無料
問合せ　湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■バイブルカフェ
日　時　�4 月24日（水）午後 6時30分～ 7時30分
会　場　川崎YMCA21教室
講　師　�青木　靖氏（登戸エクレシアキリス

ト教会副牧師）
テーマ　「人生のチャレンジと聖書」
参加費　無料
問合せ　川崎YMCA　☎044（932）2031
■聖書を読んでみよう会
日　時　 4月23日（火）午後 6時30分～ 8時
会　場　横浜中央YMCA 6 階教室
テーマ　「ヨハネによる福音書を読む」
参加費　無料
問合せ　横浜中央YMCA　☎045（307）7556
■聖書に聞く「旧約聖書が語りかけるもの」
日　時　 4月19日（金）午前11時～正午
会　場　横須賀YMCA
テーマ　「種をまく人」のたとえ
参加費　無料

問合せ　横須賀YMCA　☎046（834）5811

イベント
■�熊本地震ドキュメンタリー映画「西原
村」上映会

日　時　�4 月13日（土）�
午後 3時～ 5時、午後 2時30分開場

会　場　YMCA ACT
入場料　無料
定　員　30名（先着順）
申込み　YMCA ACT　☎045（316）1881
○�当日の申込みの場合、残席数によりお断り
する場合があります。ご了承ください。
■厚木YMCAヘルシーキッズデー
日　時　 4月28日（日）
会　場　厚木YMCA
内　容　�水中大運動会、カヌー体験会、室内

サッカーなど
参加費　プログラムにより異なります。
申込み　厚木YMCA　☎046（244）4181
■横浜中央YMCAヘルシーキッズデー
日　時　 4月30日（火・休）
会　場　横浜中央YMCA
内　容　�ベビー・親子スイミング、ウォータ

ーボール体験、トランポリン体験、
親子体操、親子ヨガなど

参加費　プログラムにより異なります。
申込み　横浜中央YMCA　☎045（661）0084
■湘南とつかYMCAヘルシーキッズデー
日　時　 4月30日（火・休）
会　場　湘南とつかYMCA
内　容　�ファミリーアクア、かけっこ講習会、

歩行測定・体組成測定、マシンルー
ム体験、食育講座など

参加費　プログラムにより異なります。
申込み　湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
○�横浜北、山手台、藤沢、横須賀、金沢八景、
川崎の各YMCAでも行われます。プログラ
ムの詳細や実施時間などについては 4面上
の各YMCAまでお問合せいただくか、各
YMCAのホームページをご覧ください。

カルチャー
＜なつかしい童謡や唱歌を歌います＞
■北YMCA　うたごえひろば
日　時　�4 月 9 日（火）午後12時40分～ 2時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　北YMCA 3 階スタジオ
参加費　300円
申込み　北YMCA　☎045（433）4321
■湘南とつかYMCA　うたごえひろば
日　時　 4月16日（火）午後 2時～ 4時
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　湘南とつかYMCA 1 階ホール
参加費　300円
申込み　湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■藤沢YMCA　うたごえひろば
日　時　�4 月19日（金）午後 1時15分～ 3時15分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　藤沢YMCA
参加費　300円
申込み　藤沢YMCA　☎0466（26）1151
■厚木YMCA　うたごえひろば
日　時　 4月23日（火）午後 2時～ 3時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　厚木YMCA
参加費　500円
申込み　厚木YMCA　☎046（222）8619
■生麦地域ケアプラザ　うたごえひろば
日　時　�4 月17日（水）�

午後 1時30分～ 3時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　�生麦地域ケアプラザ（横浜YMCA運

営委託） 2階多目的ホール
参加費　100円
申込み　生麦地域ケアプラザ　☎045（510）3411

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　�4 月17日（水）、26日（金）�

午前10時30分～11時30分

会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　�横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　�横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045（663）0676

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校作業療法科
日　時　 4月20日（土）午前10時～12時30分
内　容　学校説明会
申込み　☎045（641）5785
■YMCA健康福祉専門学校
日　時　�4 月13日（土）、20日（土）�

午前10時～正午、*午後 2時～ 5時
内　容　AO入試説明会、*学校説明会
申込み　☎046（223）1441
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時　�4 月20日（土）�

午前 9時30分～12時30分
内　容　スポーツクラブで実技体験
申込み　☎045（864）4990

ボランティア情報
■子育て応援ボランティア説明会
日　時　 4月11日（木）午後 2時～ 3時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
問合せ　�中区地域子育て支援拠点のんびりんこ　

☎045（663）9715
○�地域での子育てをお手伝いしていただける
方を募集します。お気軽にご参加ください。
■ヘルシーキッズデーボランティア
日　時　‌�4 月21日（日）、28日（日）、29日（月・

祝）、30日（火・休）
内　容　�各YMCAで行われるヘルシーキッズ

デーのイベント運営のボランティア
申込み　�4 月19日（金）までに各YMCA健康教

育部までお申込みください。�
連絡先は 4面上をご参照ください。

○�子どもの健康づくりのお手伝いをしてみま
せんか。詳細は各YMCA健康教育部へ

３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な
が
る

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

人
生
が
充
実
し
他
者
に
仕
え

よ
く
な
っ
て
い
く
体
験
を
実
感

�

荒
井
　
仁

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
長

　

私
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
最
初
の
関
わ
り
は
、

恵
比
寿
に
あ
る
豊
澤
教
会
に
赴
任
を
し
て

い
た
時
で
し
た
。
教
会
員
に
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
ら
れ
た
の
で
、
子
ど

も
が
キ
ャ
ン
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
恩
寵
教
会
に
赴

任
を
し
た
時
に
、
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
当
時

の
加
藤
誠
館
長
が
運
営
委
員
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
初
は
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
60
周
年
記
念

事
業
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
準
備
委
員
会

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
は
市
民
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
平
和
や
教
科
書
の
問
題
な
ど
に
取
り

組
む
方
た
ち
と
の
交
流
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
活
動
に
関
わ
る
人
と
と
も

に
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
特
に
広
島
平
和
記

念
館
の
理
事
長
を
さ
れ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー
さ
ん
を
招
い
て
市
民
向

け
の
集
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
平
和
都
市
宣
言
を
し
た
鎌
倉
ら
し
い

一
時
で
し
た
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
わ
が
家

の
息
子
で

し
た
。
発

達
障
が
い

が
あ
り
進

学
先
に
悩

み
ま
し
た

が
、
藤
沢

に
あ
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
高

等
学
院
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
学
時
代
と

違
い
、
毎
日
、
楽
し
そ
う
に
通
う
姿
は
、

家
庭
に
明
る
さ
を
与
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
在
学
中
に
自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
た
い
と
、
高
齢
者
施
設
に
行
く

よ
う
に
な
り
、
介
護
の
働
き
に
関
心
を
持

ち
、
厚
木
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学

校
で
学
び
、
今
は
介
護
施
設
で
働
い
て
い

ま
す
。
先
生
方
や
友
だ
ち
が
励
ま
し
支
え

て
く
だ
さ
る
様
子
が
日
々
伝
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
や
り
た
い

こ
と
が
「
見
つ
か
る
」、
多
様
な
人
と
「
つ

な
が
る
」、
自
分
の
人
生
が
充
実
し
て
他

者
に
仕
え
て
「
よ
く
な
っ
て
い
く
」
体
験

を
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
し
家
族
に
も
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
４
月
か
ら
桜
木
町
に
あ
る
紅
葉

坂
教
会
に
移
動
し
、
緑
の
少
な
さ

に
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
夏
季
・

冬
季
キ
ャ
ン
プ
で
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

す
が
、
日
常
的
に
自
然
と
触
れ
合

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
も
期
待
し

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
が
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を

送
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

▼ 4月は新しい年度のスタートです。『互いを認め合い、高め合う「ポジティブネット」のある豊かな社会を創る』ことにつながる働きを皆さまとともに進めていきたいと思います。（直）
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▲ �平和を担う子どもたちとイースター礼拝をと
もに守る（2016年/YMCAあつぎ保育園ホサナ）


